
（平成24年２月試験研究業務月報）

試験研究課題：新しい鶏卵洗浄技術の開発（排水域環境に負荷を与えない循環利用機能を

備えた新たな洗卵消毒装置の開発）

研 究

排水浄化で環境に負荷を与えない鶏卵洗浄技術の実用化へ目処

大規模な養鶏場では、生産された鶏卵を洗浄、殺菌、選別、包装する工程が

機械化されていますが、殺菌の段階で塩素系殺菌剤を使用するため、洗浄・殺

菌処理後の排水の浄化が課題となっています。

畜産センターでは、殺菌剤として石灰系化合物を用いる独自の技術を活用し、

排水を浄化することで環境への負荷を低減する｢新しい鶏卵洗浄システム｣を京

都市内の全自動鶏卵選別包装システムのトップメーカーと共同開発しました。

今回､３か年の研究成果を総括する会議で国等の外部有識者から､石灰系化合

物による鶏卵の殺菌効果と品質保持効果に加え排水を浄化する本システムの機

能が実証され、実用機としての普及に期待が持てるとの高い評価を受けました。

３か年の研究成果を評価

試作装置で洗卵消毒効果を確認
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情 報

鳥インフルエンザウイルス不活化処理装置の開発を発表

２月29日、京都大学桂キャンパスでＪＳＴイノベーションプラザ京都研究成

果報告会が開催され、当センターは平成21年度から２年間、ＪＳＴから競争的

資金を受けて京都産業大学及び民間企業とで産学公連携により共同開発した

「鳥インフルエンザウイルス不活化処理装置」についてポスター発表しました。

会場では、生物が生息する自然環境中の水域を水質を維持しながら水中のウ

イルスを殺滅する本装置の機能に多くの参加者が注目をしました。

来場者の質問に答える

畜産センター職員

ポスター
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指 導

家畜受精卵移植の技術向上のために

家畜人工授精師協会主催の受精卵移植研修会が、２月２日に綾部市の酪農家

で、２月10日には碇高原牧場で開催され、畜産センター職員が講師を務めまし

た。通常、牛の受精卵移植の可否は、直腸検査で卵巣の状態を触診し判断しま

す。今回の研修会では、超音波画像診断装置で卵巣をモニターで確認しながら、

触診結果と突き合わせることで、技術向上を図りました。また、授精師が日々

直面する技術的な課題には、経験に基づいたアドバイスを行いました。

超音波画像診断装置で卵巣の状況を確認
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情 報

雌判別精液で授精した受精卵が経産牛で初めて受胎

乳用牛は雌が乳を出すので､近年､雌を生産するために雌判別精液の授精が盛

んに行われています。雌判別精液の受胎率は一般精液と比較して低いので、受

胎率が高い未経産牛(分娩を経験していない牛)への授精が推奨されています。

畜産センターでは、受胎率が低い雌判別精液で授精した受精卵を経産牛(分

娩を経験している牛)に移植し、経産牛の受胎率向上の取組を行っています。

今回、経産牛への雌判別受精卵移植による初めての受胎が確認出来ました。

今年の10月25日に雌子牛が誕生する予定です。

超音波画像診断装置で子宮内の胎児を確認（35日目）
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情 報

酪農家とひざを交え検定成績を検討
－南丹牛群検定組合の全農家を巡回－

酪農家で毎月１回測定した乳量や乳成分、飼料給与量などのデータは、家畜

改良事業団で電算処理され、牛群検定成績表として酪農家に返ってきますが、

「読み方がわからない」などの声があがりました。

そこで、昨秋から、当センター職員が､南丹牛群検定組合の酪農家を１軒１

軒訪問し、乳牛の個別成績や酪農経営に関する情報を酪農家と一緒に検討して

きました。その結果、酪農家からは、「問題牛を発見しやすくなった」、「改善

すべき点が理解出来た」などの感想が聞かれました。

酪農家とじっくりと検討

再確認できるように成績表に重点項目の説明と

農家毎の成績の評価を記入した「メモ」を貼付
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情 報

牛ヨーネ病の防疫対策を継続実施中
－第２回目の同居牛検査で全頭の陰性を確認－

畜産センターでは、昨年６月のヨーネ病発生以降、場内の消石灰散布､牛舎

入口での車輌や長靴の消毒、感染リスクの高い子牛の隔離飼育など防疫対策を

実施中です。２月１日の家畜保健衛生所によるヨーネ病検査では、57頭全てが

陰性でした。今年７月の清浄農場復帰に向け、継続的に防疫対策を実施します。

定期的に牛舎内を洗浄し生石灰を塗布
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情 報

山羊と羊の出産が始まりました

碇高原牧場では、２月18日、山羊の初出産がありました。生まれたのは元気

な雌の双子で、畜舎内を楽しそうに走り回っています。

牧場には、これから出産予定の山羊が９頭と羊が８頭います。

春にオープンするふれあい広場がまた賑やかになりそうです。

生まれたばかりの子山羊を気遣う

母山羊

お母さんと一緒
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情 報

ふれあい広場復旧事例を「イチオシ事業発表会」で報告

丹後広域振興局主催で、府民サービス向上事例を報告する｢イチオシ事業発

表会｣が２月17日に開催されました。当場からは、豪雪で壊れたふれあい広場

の施設を、見学者に満足感を与えられるように仮設牧柵を使うなど工夫をしな

がら復旧した昨年春の事例を報告したところ、審査員から｢災害からの観光資

源の修復や手作りによる工夫などすばらしい取組｣と評価をいただきました。

事例報告中の当場職員

例年と同時期に宇川保育所園児とともに

ふれあい広場をオープン(昨年春)

[１] 雪害で壊れた木製牧柵

[２] 新たに設置した仮設牧柵
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